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 ２⽉19⽇にお知らせした１号機および３号機原⼦炉格納容器（PCV）⽔位が低下傾向にある
件について、その後の状況をお知らせいたします。

 現在の状況は下記のとおりです。[３⽉18⽇午前11時00分現在]
1号機︓現状の⽔位は、温度計T2（T.P.+5,964mm）と⽔位計L2 (T.P.+5,664mm)の設置位置の間。

（原⼦炉格納容器底部はT.P.+4,744mm）
3号機︓現状の⽔位は、⽔位計L3（T.P.+10,064mm）と⽔位計L2 （T.P.+9,264mm）の設置位置の間。

（原⼦炉格納容器底部はT.P.+4,044mm）
※原⼦炉格納容器内⽔位(圧⼒抑制室圧⼒の⽔頭圧換算による計算値)

:T.P.+9,542mm (2⽉13⽇11時時点︓T.P.+9,900mm、2⽉19⽇17時時点︓T.P.+9,623mm）
引き続き、傾向を監視してまいります。
なお、原⼦炉圧⼒容器底部温度、原⼦炉格納容器温度、PCVガス管理システムの放射能および
敷地境界モニタリングポスト等に有意な変動は確認されておりません。

 １号機については、当初、ＰＣＶ⽔位が⽔位計L2の⾼さまで低下するのは、最短で３⽉５⽇
前後と想定し、⽔位計L2を下回った場合には、注⽔量増加（現在約3.0m3/hを約4.0m3/hに
増加）する計画でしたが、３⽉18⽇現在、ＰＣＶ⽔位は、温度計T2と⽔位計L2の間にとどま
っており、⽔位の低下は緩やかになっていると推定しています。

 また、３号機については、計算値ではＰＣＶ⽔位は概ね安定した状況にあると考えております
が、引き続き、傾向を監視してまいります。

 なお、地震後約１ヶ⽉のプラントパラメータに有意な変動がないことから、念のため中断して
いる１〜３号機原⼦炉建屋における作業※につきましては、今後、順次作業を再開してまいり
ます。
※２，３号機デジタルレコーダー取替⼯事，２号機PCVガス管理設備フィルター交換⼯事、
１号機ＰＣＶ内部調査にかかる⼲渉物調査作業で発⽣した不具合対策 等 1



1号機 注⽔量増加によるPCV⽔位の確認について
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 燃料デブリの冷却状態に問題がないことの確認は、ＰＣＶ⽔位によらず、主に注⽔量、RPV底部温
度およびPCV温度により判断しており、最終的にはPCVガス管理設備のダスト濃度も併せて確認し
ます。１、３号機については、これらに有意な上昇がないことからＰＣＶ内の燃料デブリを安定し
て冷却できていることを確認しております。

 ⼀⽅で、ＰＣＶ⽔位低下について、今後の廃炉作業への影響について把握したいと考えており、
2021年度に計画している１号機PCV内部調査（ＰＣＶ⽔⾯にロボットを浮かべて⾏うＰＣＶ内部
を調査）を⾒据え、安定して⽔位を確保できることを確認する観点から、１号機について１週間か
ら１０⽇程度、⼀時的に注⽔量の増加（約3.0m3/h→約4.0m3/h）を⾏い、ＰＣＶ⽔位の変化を
確認することといたします。

 １号機の注⽔量増加操作は３⽉下旬を予定しており、注⽔量増加期間におけるＰＣＶ⽔位の変化（
上昇傾向）を確認後、元の注⽔量約（約3.0m3/h）に戻す予定です。本操作においても、プラン
トパラメータを監視しながら、慎重に進めてまいります。

３⽉ ４⽉

1号機 注⽔増加によるＰＣＶ⽔位の確認（予定）

注⽔量増加（3.0→4.0m3/h）
▼ ▼

注⽔量減少（4.0→3.0m3/h)

ＰＣＶ⽔位の状況を
踏まえ操作⽇を決定



【参考】 1号機 原⼦炉格納容器温度計・⽔位計の設置⾼さ
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設置⾼さの記載は標⾼で記載（T.P.）

2/13の地震前の⽔位

現在(3/18)の⽔位（推定）



【参考】 1号機 原⼦炉格納容器⽔位
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2/18にL3より⽔位が下回った

L2⾼さ（TP.5664）

L3⾼さ（TP.6264）
(参考) T2⾼さ（TP.5964）

L1⾼さ（TP.5364）

(参考)T3⾼さ（TP.6564）



【参考】 1号機 原⼦炉格納容器温度等
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2/15 以降 T3が低下 2/26以降 T2が低下



【参考】 1号機 原⼦炉格納容器圧⼒
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※ 3号機はPCV⽔位低下の事象発⽣前後を通して，概ね⼀定（0.4kPa程度）で推移。

2/21 圧⼒が約1ｋPa低下
ベント管ベローズの漏洩⼝が気相露出していると判断
（原⼦炉注⽔停⽌試験においても同様の事象を確認）



【参考】 1号機 原⼦炉格納容器⽔位変動の予測
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L3⾼さ

T3⾼さ

L2⾼さ

D/W圧⼒低下

T2⾼さ

真空破壊ライン下端

⽔位計設置誤差の仮定
10cm程度（仮定）

T2温度の低下

仮に直線的に⽔位低下が継続する場合，最短で3/5前
後頃にL2⾼さとなると想定していたが、3/18現在
Ｌ２の⾼さまでは低下していない



【参考】 1号機 原⼦炉注⽔量を増加させる⽅法・⼿順について
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 判断基準と対応
 PCV⽔位が⽔位計Ｌ２⾼さを下回った時点で注⽔量を＋１ｍ３/ｈ増加させる

 ⽬的
 ⽔位計による⽔位監視を確保するため，接点の最下端であるＬ１をＰＣＶ⽔位が下回

らないよう，念のためＬ２を下回った段階で注⽔量を増加することを⽬的とする。

 ⼿順
 PCV⽔位がＬ２⾼さを下回った時点で，速やかに注⽔量増加操作を開始する。
 ３⽉に予定している「注⽔量増加によるPCV⽔位の確認」においても同様の⼿順にて

実施。

＜１号機＞
給⽔系 １．５ｍ３/ｈ ⇒ ２．５ｍ３/ｈ（＋１ｍ３/ｈ）
炉⼼スプレイ系 １．５ｍ３/ｈ ⇒ １．５ｍ３/ｈ（変更なし）

（参考）
＜３号機＞

給⽔系 １．５ｍ３/ｈ ⇒ １．５ｍ３/ｈ（変更なし）
炉⼼スプレイ系 １．５ｍ３/ｈ ⇒ ２．５ｍ３/ｈ（ ＋１ｍ３/ｈ）



【参考】 3号機 原⼦炉格納容器温度計・⽔位計の設置⾼さ
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2/13の地震前の⽔位
現在(3/18)の⽔位（推定）



【参考】 3号機 原⼦炉格納容器⽔位
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（S/C圧力から水頭圧換算で計算した評価値）

PCV⽔位 L3（接点式） L3⾼さ（TP.10064）

L2⾼さ（TP.9264）

L4⾼さ（TP.10714）

L1⾼さ（TP.8264）



【参考】 3号機 原⼦炉格納容器温度等
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2/17 以降 T3温度が低下



【参考】1号 ＰＣＶ内部調査への影響について

今回のPCV⽔位低下がＰＣＶ内部調査に影響する可能性としては以下の通り（検討中）。
 ROVケーブルと構造物との⼲渉回避を⽬的とした、ジェットデフレクタへのガイドリングの取り付

けが⽔位低下で出来ない場合、ROVケーブルと構造物の⼲渉リスクが増加

 調査ルートの⼲渉回避を⽬的としたPCV温度計／⽔位計の取外しが出来ない場合、調査範囲が縮⼩

 ⾼さ⽅向のROV遊泳範囲が制限されることによる、構造物・堆積物との⼲渉リスクの増加
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ROVケーブル

ガイドリング

⽔位

堆積物

ROV

堆積物厚さ測定時の調査イメージ常設監視計器の設置位置

開⼝部
CRDレールペデスタル

X-100Bペネ

常設監視計器

X-2ペネ(ROV投⼊予定位置)

ジェット
デフレクタ


